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 助産師さんから「いのち」の授業（性教育） 

 今年度の性教育も、飯田市立病院の助産師さん２名に講師としておい

でいただき、１２年生は合同で、３年生は単独で授業を行いました。 

 １２年生対象には主に二次性徴と心や体の発達について、３年生対象

には命の大切さについて扱っていただきました。座って聞いている時間が

多かったですが、普段だとなかなか考えない、または自分から発出しにく

い内容であるため、大事な学習の機会になりました。特に３年生はこれか

ら先、自分が命のバトンを引き継いでいくことについて、思いを新たにすることができました。 

 令和６年度からの小中一貫化に向け、いくつかの取り組みを

行いました。 

 １月２３日には小学校６年生と保護者の皆様に中学校へ来て

もらい、体験入学と中学校説明会を実施しました。中学校の説

明会では現１年生が中学校の生活や授業、先生方の紹介と説

明を行い、緊張しながらも、６年生に中学校のことがしっかり伝

わるように意識しながら話をしていました。体験の感想で「仲良

くやっていけるか不安」という声がありました。小学校とは違う

異学年との関わりもありますが、きっと心配しなくても周りの先

輩たちがサポートしてくれることでしょう。 

 ２月5日からは、来年度から適用される新日課の試行を行い、

参観日やテストの日以外は小中一貫校の日課で生活をしまし

た。小学校では初日が混乱したようですが、中学生は初日から

落ち着いて生活できました。細かい違いにもしっかり対応して

いました。今後、生徒と職員、両方の立場からのふり返りを受け

て、時間の修正をしていきます。また同期間は中学校職員が授

業の次の時間に小学校の同じ教科の授業を見に行く「模擬乗り入れ授業」を行い、８日の朝には小中

学生が一堂に会する「模擬合同集会」を行いました。集会では小中学生でグループを作るミニレクを行

いましたが、なんだかぎこちない感じがした中で、中学生が進んで小学生に声をかけるなどして活動を

リードする場面も見られました。よりよい関わりに向けて来年度に期待です。 

 また生徒には直接関係ありませんが、６日の参観日では校長講話で最新の情報をお伝えし、７日には

小中の合同職員会議を行い、来年度の学校運営について話し合いました。  

 具体的にいろいろな活動をしていると、一貫化が現実味を帯びて実感できてきます。生徒の皆さんも同

じではないでしょうか。「やってみないとわからない」から「やってみていろいろ考え、最適解を見つける」

ことが大事なのだと思います。学校を創るのは教職員の願いと実践力、生徒の皆さんの思いと行動で

す。４月からの新たなスタートに向けて、今後も全員で考え、動いていきたいと思います。 

 小中一貫校化に向けて 



  

 ご意見・ご要望等ありましたら、お気軽
に学校へお寄せください。 

本校ＨＰも是非ご覧ください。 

http://anan2jhs.eek.jp/wp/ 
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3月の主な予定 

 ６日(水)公立後期選抜 

 ７日(木)公立後期選抜(面接等) 

 ８日(金)ＳＣ来校・生徒総会 

１１日(月)３年生薬物乱用防止教室 

１２日(火)3年生を送る会 

１４日(木)3学期終業式・公立後期追試験 

１５日(金)卒業証書授与式、離任式 

     公立後期追試験(面接等) 

１６日(土)春休み（～４／４） 

１９日(火)公立後期合格発表  

２７日(水)新２･3年生新年度準備登校 

  「中学生の力はすごい」と題して校長講話がありました。南岸低気圧の

影響で雪が降った日の翌日、生徒の皆さんが雪かきに協力してくれたお

かげで広い範囲が除雪でき、みんなが助かったことや、雪祭りでの中学

生の活躍を例に出し、「中学生は一人一人が学校を支えリードする、地域

を支え思いをつなぐ『みやましい』存在。その自覚とプライドをもって取り

組もう」という話でした。 

 新野において、中学生の力は大きいです。今後ますます数は減ってしまいますが、話にあったように、一

人一人が学校と地域を支える存在であることを忘れずに、誇りを持って生活してほしいと思います。 

２月6日の参観日に行われた学級懇談会で、いくつかのご意見をいただきました。この場を借りて回
答させていただきます。 

①来年度の日課について、生徒にもアンケート等で意見を聞いてほしい 

 →生徒用のアンケートフォームを作成し、期間終了時に答えてもらうよう手配しました。 

②来年度、エンジョイタイムのような活動ができる時間を月１回でもいいから作ってほしい 

 →来年度は火曜日朝に帯活動としてマラソンを行います。スポーツレクのような活動は通年通して設定はしませ  

   んが、行いたい場合は木曜日朝の「集会」の時間に企画して行う予定です。 

③ダンスの発表会やバスケのクラスマッチ等を保護者が参観できるように検討してほしい 

 →今年度に関しては事前のアナウンスが難しかったですが、今後できるだけ学年通信等で事前のアナウンスを 

   心がけます。また基本的に授業はいつ見に来ていただいてもいいので、参観したい授業があったらいつでも 

   おいでください。 

④コロナ前に行っていた校内のマラソン大会を行ってはどうか 

 →体力向上は今年度の学校評価でも課題としてクローズアップされる部分です。まだ方法等は検討中ですし、 

   マラソン大会という形になるかどうか未定ですが、毎週火曜日のマラソンへの取り組みまとめとして記録会を 
 計画しています。 

 新野Ｃ・Ｓ副委員長である公民館長
の村松幸廣さんから「紅樹山の看板
を新しく立て替えたい」というありがた
い申し出があり、どうせならと生徒に
デザイン案を考えてもらい、全校で投
票をして決めました。   

 どのデザインも一生懸命考えられた
素晴らしいものでしたが、接戦につき
決選投票まで行った結果、３年 Gさん

のデザインに決まりました。来年度４月には新しい看板が立つ予定です。ぜひご覧ください。 

現在の看板 新デザイン 

 中学生の力はすごい 


